
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和7年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

〇教職員全体の授業力向上と家庭学習の充実に基づ
く児童の学力向上

〇授業力向上に係る授業公開もしくは授業参観（OJT）
を全職員が2回以上行う。
○全教育活動を通して、児童の活動保障、個別指導・
支援の充実を図る。（職員アンケートでの向上）
〇学年ごとのめやす時間（１・２年生３０分  ３・４年生
４５分　　５・６年生　６０分） 以上家庭学習に取り組む
児童の割合を８０％以上にする。

・職員が学びたいことや職員の強みを整理し、マッチン
グを行いやすい環境をつくる。
・みるみるシートを活用し、メンター、メンティにフォロー
アップすることで、授業公開の効果を高める。
・学習に関するOJT研修を実施し,職員全体で家庭学習
の充実に取り組むとともに、北鹿島っ子がんばり週間
を実施したりすることで、児童・保護者に対して家庭学
習のについての啓発を行う。

B

・研究主任を中心として、職員個々の課題に基づく主体的な研修
を行っている（職員アンケート肯定評価１００％）。授業改善に向け
て、日常の授業の見せ合いをみるみるシートの活用等を手がかり
にさらに活性化していく。
・児童のアンケート結果では、「毎日、学年で決まっている時間、家
庭学習（宿題）をしていますか。」という質問に対し、８７．８％の児
童が肯定評価をしている。さらに内容の充実を図るために、児童
のノートの紹介等定期的に行っていく。また、北鹿島っ子がんばり
週間のふりかえりをよりていねいに扱っていく。

B

・アンケート結果によると学力に関わる項目につい児童、保護者、
職員の肯定的評価の割合は高い（86.1%～100%）。しかし、肯定的
評価の中でも明確な肯定的評価に目を向けたり（28.6%～54.9%）、
否定的評価（～13.9%）に目を向けると課題が見えてくる。
・個人差への対応や学びに対する主体的な態度を喚起する方策
については、日頃の教育活動において工夫の余地があり、活発な
情報交換、情報共有が必要である。
・校内研を中核にして、さらなる知恵の出し合い、協働的取組の活
性化を図っていく。

B

・妥当である。

学力向上PJ

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への
思いやりや社会性、倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活動

○生活アンケートで、「学校生活の中で、自分のことを
認めてもらうことがありますか。」の割合を８５％以上に
する。

・「命ひびき合い広め隊」の放送で、子どもたちが自分
の良さを発揮している姿を紹介する。放送で紹介され
たカードを掲示したり、本人にカードを直接渡したりする
ことで、自己肯定感を高めていく。
・道徳の授業を年１回公開し、家庭への啓発を行う。

B

・78.8％の児童が「学校生活の中で、自分のことを認めてもらうこと
がある」と回答している。できるだけ多くの児童が「命ひびき合い広
め隊」で紹介されるように、「命ひびき合い週間」を設けて、頑張っ
ている友だちのことをカードに書く時間をつくる。 A

・84.7％の「学校生活の中で、友達の良いところを見つけたり、友
達から自分の良いところ（がんばり）を見つけてもらうことができ
た」と回答した。
・人権週間や運動会でお互いの良いところを見つけて付箋などに
書き掲示したりする取り組みなどが自己肯定感を高めることにつ
ながった。

A

・妥当である。

心の教育PJ

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○「生活アンケート」の実施で、学校生活が楽しい児童
の割合を９０％以上にする。

・月に１回生活アンケートをとり、児童１人１人をより小
まめに把握し、問題の早期解決を図る。
・年間１回以上、校外の講師を招いて研修会を行い、
子どもの見取り方を学ぶ。 B

・84.6％の児童が「学校生活が楽しい」と回答した。学校独自のア
ンケートも行い、児童の困り感を小まめに解決できている。また、
アンケートを通して、児童１人１人と話す時間をできるだけつくり、
児童理解へつなげていく。 B

・85.4％の児童が「学校が楽しい」と回答した。
・全職員が、「いじめの未然防止等にチームとして取組んだ」と回
答した。学校独自の生活アンケートも取ることで、いじめの未然防
止、早期解決に生かすことができた。また、年数回の研修会等で
職員全体でいじめ問題や対応等の共通理解を図ることができた。

B

・妥当である。

心の教育PJ

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意
欲的に取り組もうとするための教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」と回答した児童生徒85％以上
●◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的
な回答をした児童生徒90％以上

・全職員で子どもの他者を思いやる姿やさりげなく助け
合う姿を見つけ、掲示し褒めていく。
・自分の良さや特技を発表できる「いきいき集会」を年２
回開催し、互いの良さを認め合うことで、他者を思う心
や自己肯定感を育てていく。 A

・87.2％の児童が「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した。また、91.6％の児童が「将来の夢や目標を持っ
ている」と回答した。自己肯定感を高め、意欲的な児童を育成する
ために、頑張っている姿を集会や放送、掲示などで紹介したり、特
技などを披露する場を設けたりする。 B

・80.6％の児童が「先生はあなたのよいところを認めてくれていると
思う」と回答した。
・全職員が「子どもの頑張りを見つけ、褒めることができた」と回答
した。全体を褒めるだけでなく、１人１人の行動を見取り、認めてい
く必要がある。
・86.8％の児童が「夢や目標を持っている」と回答した。夢や目標
をもち生活する大切さを伝える時間を設けたり、学習や生活の目
標を小まめに振り返ったり、自分を見つめる時間を設ける必要が
ある。

B

・妥当である。

心の教育PJ

❹「安全に関する資質・能力の育成」 ❹児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする ・「北鹿島小安全マップ」を用いて、危険個所等につい
て児童と情報を共有する。
・地域見守り一斉下校指導を年間3回行い、安全教育
の推進を図る。 A

・夏休み前の地区児童会の時に、「北鹿島小安全マップ」をもと
に、地区ごとに、危険個所についての確認をすることができた。
・前期は、地域見守り一斉下校指導を１回行った。地域の方と一
緒に下校する等、安全教育の推進を図った。 A

・「交通事故にあわないように気をつけている」と回答した児童は、
97.2％であった。
・安全教育指導や集団下校、地域見守り隊による一斉下校指導、
通学時の見守り指導によって、児童の交通ルールへの意識が高
まり、交通事故を０（ゼロ）にすることができた。 A

・妥当である。

健康教育PJ

○自主的体育活動の奨励 〇進んで運動しようとする児童の割合を90％以上を目
指す。

・委員会による体育的イベント実施や県の「さがんキッ
ズスポーツチャレンジ」への取組等で、全児童の運動
への意識向上の支援を行う。
・たてわり活動やマラソンタイムを充実させる。

B

・「外で遊べる日は、進んで運動をしたり体を動かす遊びをしたりし
ている」と回答した児童生徒は、80.1％であった。
・たてわり遊びを2回実施した。（外で遊べる時）
・保健体育委員会は、暑さ指数の放送を毎日行い、外で遊べる日
は、外で遊ぶよう毎日放送で呼びかけた。 B

・「外で遊べる日は、進んで運動をしたり体を動かす遊びをしたりし
ている」と回答した児童生徒は、81.9％であった。目標には届かな
かったが、前回よりも1.8％高まり、子どもの運動する意識は、向上
した。
・「学校は、体育の授業や体を動かす運動を通して、体力をつける
ための取り組みをしている」と回答した保護者は、97.1％であった。
・運動を促すために、たてわり遊びや全校レク、たてわり大縄の活
動を行った。

B

・妥当である。

健康教育PJ

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人当たりの年次
休暇の取得日数１４日以上

・ＩＣＴの活用、業務内容の精選、職場環境の整理等に
より業務改善を図る。
・担任が年休をとりやすい職場づくりや長期休業中にま
とまった年休がとれるように会議、研修の精選を行う。 B

・「時間を意識したメリハリのある働き方ができた。」と肯定的に回
答した職員は75％であった。「積極的に年休を取得し、健康的な
働き方ができた。」と肯定的に回答した職員は、83%であった。更な
る取り組みが必要である。 B

・「時間を意識したメリハリのある働き方ができた。」と肯定的に回
答した職員は80％、「積極的に年休を取得し、健康的な働き方が
できた。」と肯定的に回答した職員は、86.7%であった。中間評価か
らは改善されている。
・職員1人当たりの年次休暇取得日数は11日で、目標の14日を達
成できなかった。
・時間外勤務時間は平均36.7時間で、改善の余地がある。

B

・妥当である。

管理職

●特別支援教育の充実

○全職員の意識と専門性の向上
○家庭との連携

○教育活動を進めていくにあたって、合理的配慮を
行っていると回答する職員を90%以上にする。
○「学校は、児童一人ひとりの理解に努め、指導や支
援を行っている」という問いに、肯定的な保護者の回答
を90%以上にする。

・合理的配慮を取り入れた環境および授業づくりについ
て、職員みんなで学ぶ研修会を行う。
・児童のつまずきに応じた指導を工夫し、その手立てと
効果について、通信等で保護者に発信していく。

B

・「支援を要する児童に対して、合理的配慮を行った」と肯定的な
回答をした職員は91.7%であった。担任一人で抱え込まないよう
に、毎週の職員連絡会の中で、気になる児童の共通理解を図り、
全職員で対応できるようにしている。
・夏季休業中に校内研修を行った。学校生活に困り感を持つ児童
の疑似体験を行い、どのような支援ができるかを全職員で考える
ことができた。

A

・合理的配慮を行ったことに肯定的な回答をした職員は100％で
あった。困り感をもつ児童や突発的な行動をする児童への対応を
全職員で行うようにしている。
・「学校は児童一人ひとりの理解に努め、指導や支援を行ってい
る」と回答した保護者は、93.3％であった。特別支援教育に対する
保護者の理解がより深まるよう、啓発をしていきたい。 A

・妥当である。

特別支援教育B

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携

○体験活動の計画的実践 ○（学校独自成果指標・任意）
・地域のよさを感じとることができる児童９０％以上を目
指す。
・地域のよさを実感した単元作りができたと答える職員
９０％以上を目指す。

・地域人材シートを活用した体験活動を仕組む。
・児童が主体的に取り組むことができるような単元作り
を工夫する。
・体験活動で学んだことを発信する場を設定する。 A

・前期学校評価アンケートで、「ふるさとのよさを感じることができ
た」と回答した児童が９２％。
・地域のよさを実感した単元作りができたと肯定的に評価した職員
９０％以上。
・地域や公共機関と協力して活動ができた。

A

・年間学校評価アンケートで、「ふるさとのよさを感じることができ
た」と回答した児童は８８．９％であった。
・「地域の良さを実感することができる単元づくりができた」と回答
した職員は９３．３％であった。
・保護者は、９８％と地域学習に肯定的であった。
・地域人材を活用した活動ができた。

A

・妥当である。

郷土愛・体験活動Ｐ

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本年度重点目標として掲げた、「技」メンタリングＯＪＴ研修による授業改善　　「心」特別支援教育の充実　「体」自主的体育活動の奨励　【連携】体験活動の計画的実施については、命ひびき合う姿を目指し、全職員で共通理解をしながら取り組み、ある程度の成果を上げることができた。
・次年度、児童が夢中になって学び、地域や保護者とひびき合うことのできる学校づくりや持続可能な学校づくりに向け、取組を進めていきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・前年度重点目標として掲げた、「技」授業力の向上　、「心」特別支援教育の充実、「体」身体遊び・運動習慣の定着、「連携」地域との体験活動の充実については、プロジェクトからの提案について全職員で共通理解をしながら取り組み、成果を上げることができた。

・持続可能な学校づくりや、子どもたちに対して効果的な教育活動を行うことができるように、業務改善や働き方改革を更に推進する必要がある。

２　学校教育目標

「命　ひびき合い」

★児童一人一人が可能性を広げ、生き生きと自分のよさを発揮している姿

★学び合いながら、互いの良さを認め、それぞれの感性をひびき合わせている姿

★保護者や地域の人の支えに感謝し、自分たちの学びを発信する姿

３　本年度の重点目標 「技」メンタリングＯＪＴ研修による授業改善　　「心」特別支援教育の充実　「体」自主的体育活動の奨励　【連携】体験活動の計画的実施

学校名 鹿島市立北鹿島小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


